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１ テーマ 

共に学び 共に体験する 健康安全教育 
   〜生涯を通して健康で安全な生活を送れる子どもの育成を目指して〜 
 
２ ねらい 

児童が伸び伸びと成長し、生き生きと真剣に学習活動に励むことができる学校づ
くりを目指す。そのためには計画的恒常的に整備された学校環境の中で、心身とも
に健康な状態で活動できなければならない。学校教育を、生涯を通して健康で安全
な生活を送るための基礎を培う場と捉え、次の３点を具現化する。 
① 校内整備員を配置することで、本校児童の心の健康を保つとともに、より安全

で学習しやすい環境を整える。 
②食と姿勢に関する実践的な学習を通して、望ましい健康習慣の形成を図る。 
③発達段階に応じた基礎的な身体能力を身に付ける「体つくり運動」を充実するこ 

とで、生涯にわたって運動に親しむ資質や能力を育てる。 
 
３ 活動内容 

① 校内整備員による活動を通して、子どもたちが安全・安心に過ごせる学習環境
を構築する。 

② 保健委員会が中心となり、健康を考えた食育や体幹を鍛える姿勢エクササイズ
の実践を行う。 

③ 年間を通して、体育の学習や休み時間に「体つくり運動」を行う。 
 
４ 成果と課題 

校内整備員の配置により、学校環境を整えることの大切さを学んだ。校内整備員
の姿を見るたびに「ありがとうございます」と感謝の言葉を伝えたり、一緒に草取
りや畑の水やりをしたりする姿が見られた。食育や姿勢づくりの実践を通して、バ
ランスのとれた食事や体に負担のない姿勢の大切さを知った。健康な体を維持する
には睡眠も大切だと気付き、学校全体で眠りのチェック週間を設け、友達と見比べ
るなど毎日の睡眠を改めるきっかけとなった。体づくり講師による授業では、「親
子 de 運動︕トロロンフェスタ」と題して、親子でリズムに乗って体を動かす運動
を行った。体力を高めながら体を動かす楽しさや心地よさを味わうことができ、普
段運動が苦手な児童も終始笑顔で活動できた。親からは「楽しかった。家でも子ど
もと一緒に体を動かしたい」など、運動に対する意識を向上することができた。ま



 

た、縄跳び週間を設け、独自の「縄跳びビンゴカード」を作成し、体育の学習及び
休み時間に縄跳びを行った。縄を跳ぶ技に限らず、跳ばなくてもできる技や簡単に
できる技を厳選し、誰もが気軽に縄跳び運動に挑戦できるようにした。また、一人
で運動することだけではなく仲間と共に運動する喜びを感じることもできるよう
に二人技や大人数で行う技を設定し、「とてもやる気になった」「いろいろな技があ
ってとても楽しかった」といった感想がカードに書かれていた。 

 
５ 保護者・地域への情報発信の取組実績 
  事業にかかわる行事や取組を、学校のホームページや学校だよりに写真とともに 

掲載し、保護者や地域へ紹介した。また、保護者に少しでも様子を見ていただくた 
め、きずなネットや学年だよりで情宣した。 

 


